
『痕跡』を媒介とした非接触型の交流01 個人廊下と共用部屋02 交わらない『個人廊下』のルールから導く平面構成03

適度に『触れない』距離の設計05 A-A’断面図  S=1/10006家族構成の変化に対応する可変的な間取り04

①全住戸が等しい円状の動線を持つ

▲日常に潜む行動の痕跡＝『足跡』

②全ての個人廊下は Hall に面する ③廊下に挟まれた部屋は空間をシェアする

④中心へ向かい 200mm ずつ下がる

スリ鉢状の断面は求心力を持つ。

⑤小さなマチの随所には自然が散り

ばめられていて距離感を調節する。

⑥シンボルツリーのある中心の庭は

全住民が一同集まる場となる。

①個人廊下には最低限の Private 空間。

移動に匿名性が生まれる。

②部屋を半分に割って共同でシェア

する。単調な動線にリズムが生まれる。

③窓越しに隣人が見える。

閉じたいときにはカーテンを閉める。

この「触れない家」では直接に人

との交流を促すのではなく、誰か

の行動の痕跡＝『足跡』に気付く

ことによって仕切られながらもお

互いに知覚する暮らしを提案す

る。まるで街の中を歩いていて小

さな発見が得られるときの様な新

しい交流のカタチ。大きなイエの

中に小さなマチをつくり、その中

で空間やモノをシェアすることで

生まれる近過ぎず遠過ぎない距離

感を設計した。

DIY 部屋で加工した木材パネル壁

を適宜付け変えることによってこ

の家は自由に間取りを変更できる。

家族構成の変化や転出・入居に対

応して使い続けることができるた

め持続可能性が高い住宅である。

従来の集合住宅は共用の廊下が動線として設けられ、個人の部屋へと繋がっている。

この図式を反転し、個人のみの動線としての廊下と共用の部屋を考える。これによ

り移動に匿名性が現れ「触れなく」なり、ふとした痕跡を意識する暮らしに変化する。

大中小それぞれの円を 3 等分し、ずらしながら

繋ぎ合わせることで、全住戸が等しい距離の

円状の個人廊下を所有する。

Hall はどの住戸の住人も立ち入り可能であり、

共有部屋への動線となっている。外部空間のよう

なマテリアルを用い、内と外の境界を明示する。

Hall から立ち入れず、2住戸の個人廊下のみに

挟まれた部屋は半割したり互いに譲ったりして

空間をシェアしながら使っていく。

長く使う程パネルはエイジングし、間取りも複雑になる様は年輪に似ている。

従来：共用廊下と個人部屋 提案：個人廊下と共用部屋

土の上に残る足跡 広げっぱなしの本 水やりされる花々

エサを貰ったネコ 普段と違う椅子の配置 部屋の中の人影
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「触れない家」に誰かが残した痕跡を発見すること

から始まるコミュニケーションの方法を提案する。

昨今のパンデミックにより人と人の直接的な交流の仕

方が再考されるようになった。従来の交流方法が否定

される中で、個人への意識が強まったように感じる。

小さな「マチ」が広がる大きな「イエ」を

1 つの大きなイエの中に個人廊下と共用部屋という概

念を設けることで、マチに住むような行動への匿名性

のある暮らしと、ふとした時に誰かの生活の痕跡を見

つけ温かみを感じる間接的な人との交流を実現した。

痕跡を残すことを許容して、話の種になるような

無理矢理に交流を押しつけることのない集合住宅

誰か の 足跡
か ら 知 る 暮 ら し

円状に広がるこの家の中はレイヤー

状に壁が構成されている。

個人廊下と共用部屋が交互に広がる構成。

共有庭の植物の成長が毎日の話題に。

中心の庭のシンボルツリーの元で住民たち

が思い思いの時間の過ごし方をする。

ライブラリーに適当に誰かが返した本が、

他の住民の目に留まりまた借りられていく。

廊下を歩くと部屋の灯りから誰かがいる

のがわかり、どこか気持ちがホッとする。

出勤時に毎日誰かが水やりした後の野菜を見る。

毎日朝早くに起きる人がいるのだろう。
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